
(57)【要約】

【課題】　作業期間の短縮を図り、かつ、既設トラスの

強度を保ちつつ、トラスに取り付けられた各装置、部材

の取り付け作業の簡素化ができる乗客コンベアのリニュ

ーアル方法を提供する。

【解決手段】　既設の乗客コンベアのトラス１内に取り

付けられている部品を取り外す工程と、部品が取り外さ

れたトラス１に対して、位置合わせ用の目印を設ける工

程と、左右のガイドレールを支持する部材を一体化した

ガイドレール支持ユニット１１を用意する工程とを有す

るリニューアル方法である。ガイドレール支持ユニット

１１は、左側のガイドレールを支持する左ガイドレール

支持ユニット１２と、右側のガイドレールを支持する右

ガイドレール支持ユニット１３と、前記左ガイドレール

支持ユニット及び前記右ガイドレール支持ユニットを連

結固定する連結棒材１４とを備えている。

。

【選択図】　　　図２

JP 2005-298075 A 2005.10.27



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 既 設 の 乗 客 コ ン ベ ア の ト ラ ス 内 に 取 り 付 け ら れ て い る 部 品 を 取 り 外 す 工 程 と 、
　 部 品 が 取 り 外 さ れ た ト ラ ス に 対 し て 、 位 置 合 わ せ 用 の 目 印 を 設 け る 工 程 と 、
　 左 右 の ガ イ ド レ ー ル を 支 持 す る 部 材 を 一 体 化 し た ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト を 用 意 す る
工 程 と 、
　 ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト を 、 部 品 が 取 り 外 さ れ た ト ラ ス に 設 け ら れ た 目 印 に 合 わ せ て
位 置 決 め を し 、 ト ラ ス に 取 り 付 け る 工 程 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 乗 客 コ ン ベ ア の リ ニ ュ ー ア ル 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト が 、 左 側 の ガ イ ド レ ー ル を 支 持 す る 左 ガ イ ド レ ー ル 支 持
ユ ニ ッ ト と 、 右 側 の ガ イ ド レ ー ル を 支 持 す る 右 ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト と 、 前 記 左 ガ イ
ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト 及 び 前 記 右 ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト を 連 結 固 定 す る 連 結 部 材 と を
備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 乗 客 コ ン ベ ア の リ ニ ュ ー ア ル 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト に 、 ト ラ ス と 位 置 合 わ せ を す る 目 印 が 形 成 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 乗 客 コ ン ベ ア の リ ニ ュ ー ア ル 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ト ラ ス の 構 成 部 材 に 設 け ら れ て い る 孔 を 利 用 し て 、 ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト を ト ラ ス
に 取 り 付 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 乗 客 コ ン ベ ア の リ ニ
ュ ー ア ル 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 左 ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト 及 び 前 記 右 ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト の 少 な く と も 一
方 が 、 左 右 の ガ イ ド レ ー ル 間 の 距 離 を 調 整 す る 調 整 手 段 を 有 す る も の で あ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 乗 客 コ ン ベ ア の リ ニ ュ ー ア ル 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト を ト ラ ス に 取 り 付 け る 締 結 部 材 を 、 予 め ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ
ニ ッ ト に 取 り 付 け て お く こ と 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 乗 客 コ ン ベ
ア の リ ニ ュ ー ア ル 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト を ト ラ ス に 取 り 付 け る に 先 立 っ て 、 前 記 ガ イ ド レ ー ル 支
持 ユ ニ ッ ト に ガ イ ド レ ー ル を 取 り 付 け 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か
１ 項 に 記 載 の 乗 客 コ ン ベ ア の リ ニ ュ ー ア ル 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 左 側 の ガ イ ド レ ー ル を 支 持 す る 左 ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト と 、 右 側 の ガ イ ド レ ー ル を
支 持 す る 右 ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト と 、 前 記 左 ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト 及 び 前 記 右 ガ
イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト を 連 結 固 定 す る 連 結 部 材 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 乗 客 コ ン ベ
ア の ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 エ ス カ レ ー タ や 動 く 歩 道 な ど の 乗 客 コ ン ベ ア の リ ニ ュ ー ア ル 方 法 及 び リ ニ ュ
ー ア ル 方 法 に 用 い る ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 乗 客 コ ン ベ ア が 老 朽 化 し 、 修 理 、 改 修 を 行 う 必 要 が 生 じ た 場 合 、 通 常 は 既 設 ト ラ ス に 取
り 付 け ら れ て い る 部 品 を 最 大 限 に 使 用 す る よ う に し て い る 。 そ の た め 、 部 品 を 交 換 す る と
き に も 、 既 設 ト ラ ス に 使 用 さ れ て い る 部 品 と 同 一 の 部 品 が 新 た に 取 り 付 け ら れ る 。 た と え
部 品 の 在 庫 が な い 場 合 で あ っ て も 、 そ の 部 品 を 再 現 す る よ う に 加 工 し て 、 元 の と お り に 取
り 付 け ら れ る 。
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【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ の 部 品 の 再 現 加 工 コ ス ト が 、 在 庫 は あ る が 互 換 性 に 欠 け る 最 新 の 部 品 の 単 価 よ り も 高
く な る 部 品 が 多 々 あ り 、 し た が っ て 、 部 品 を 交 換 す る よ う な 修 理 、 改 修 の 費 用 が 大 幅 に 嵩
ん で い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 踏 段 の 踏 段 ロ ー ラ の 走 行 を 案 内 す る ガ イ ド レ ー ル に つ い て は 、 長 年 の 使 用 に よ る
疲 労 の た め 、 割 れ 、 歪 な ど が 発 生 し て 交 換 を 要 す る 場 合 に 、 そ の 疲 労 し た 部 分 の み を 交 換
す る よ う に し て い た 。 そ の た め 、 安 全 性 を 現 行 ど お り に 維 持 す る こ と は で き る も の の 、 修
理 、 改 修 に よ っ て 現 行 よ り も 更 に 向 上 さ せ る こ と は 行 わ れ て い な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 の よ う に 、 従 来 の 乗 客 コ ン ベ ア の 修 理 、 改 修 に お い て は 、 現 在 使 用 し て い る 標 準 の
部 品 を 流 用 せ ず に 既 設 の 部 品 と 同 一 の 部 品 が 新 し く 作 製 さ れ る た め 、 製 作 コ ス ト が 嵩 み 、
ま た 、 安 全 性 の 進 歩 が 図 ら れ て い な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 乗 客 コ ン ベ ア の 改 修 方 法 に 関 し て 、 特 許 文 献 １ に は 、 既 設 ト ラ ス か ら 部 品 を 撤 去 し 、 既
設 ト ラ ス 内 に 新 設 ト ラ ス を 収 納 す る 方 法 が 提 案 さ れ て い る 。 し か し 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の
方 法 で は 、 既 設 ト ラ ス の 横 梁 部 分 を 切 断 除 去 し て 、 既 設 ト ラ ス を 単 な る 外 箱 と し て 用 い る
こ と と し て 新 設 ト ラ ス 用 の ス ペ ー ス を 確 保 し て い る 。 こ の よ う に 既 設 ト ラ ス の 横 梁 を 切 断
加 工 し た の で は 、 改 修 前 の 既 設 ト ラ ス が 具 備 し て い た 強 度 が 保 た れ ず 、 改 修 前 の 既 設 ト ラ
ス を 活 用 で き な い の で 、 新 設 ト ラ ス は 大 掛 か り な も の に な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ に は 、 特 許 文 献 １ に 開 示 の 方 法 の よ う に 既 設 ト ラ ス の 切 断 除 去 加 工 を
行 う こ と な く 、 既 設 ト ラ ス の 改 修 を 行 う 方 法 に 関 し て 、 往 路 側 新 設 ユ ニ ッ ト と 帰 路 側 新 設
ユ ニ ッ ト と で 上 下 に 二 分 割 さ れ た 新 設 ユ ニ ッ ト を 既 設 ト ラ ス に 取 り 付 け る 方 法 が 開 示 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 特 許 文 献 ２ に 開 示 の 改 修 方 法 で は 、 ト ラ ス の 強 度 が 保 た れ た 状 態 で の 部 品 交 換 と な る が
、 上 下 に ２ 分 割 さ れ た 往 路 側 新 設 ユ ニ ッ ト と 帰 路 側 新 設 ユ ニ ッ ト と を 、 既 設 ト ラ ス に 搬 入
し た 後 、 こ の 既 設 ト ラ ス 内 で 一 体 的 に 組 み 立 て る 作 業 を 行 う こ と を 要 し て い た 。 ま た 、 往
路 側 新 設 ユ ニ ッ ト 及 び 帰 路 側 新 設 ユ ニ ッ ト に 取 り 付 け ら れ る 左 右 の ガ イ ド レ ー ル の 間 隔 を
、 ガ イ ド レ ー ル に よ り 支 持 さ れ つ つ 無 端 状 に 循 環 移 動 す る 踏 段 の 踏 段 ロ ー ラ の 間 隔 に 合 わ
せ る た め に 、 取 り 付 け ら れ た 左 右 の 往 路 側 ガ イ ド レ ー ル ２ １ 、 帰 路 側 の 後 輪 用 ガ イ ド レ ー
ル ２ ２ 、 帰 路 側 の 前 輪 用 ガ イ ド レ ー ル ２ ３ を 測 定 し た り 、 間 隔 を 調 整 し た り す る 作 業 を 要
し て い た 。 し た が っ て 、 改 修 作 業 時 間 の 短 縮 を 十 分 に 果 た す こ と が で き な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ に 開 示 の 改 修 方 法 で は 、 新 設 さ れ る 部 材 が ユ ニ ッ ト 化 さ れ て い る と は
い え 、 往 路 側 新 設 ユ ニ ッ ト と 帰 路 側 新 設 ユ ニ ッ ト と で 上 下 に ２ 分 割 さ れ て い る た め 、 部 品
点 数 の 削 減 や 部 品 取 り 付 け 作 業 の 簡 略 化 が 十 分 で は な か っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 昭 ６ ３ － ３ ７ ０ ３ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ９ ３ ５ ７ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 の 問 題 を 有 利 に 解 決 す る も の で あ り 、 老 朽 化 し た 乗 客 コ ン ベ ア に 対 し て
安 全 性 を 増 し 、 省 エ ネ ル ギ ー 化 を 図 り 、 デ ザ イ ン の 最 新 化 を 行 う と 共 に 最 新 の 技 術 を 効 率
良 く 応 用 す る こ と の で き る リ ニ ュ ー ア ル を 行 う に 当 た り 、 作 業 期 間 中 の 安 全 性 を 考 慮 し て
溶 接 等 の 高 温 を 伴 う 作 業 を 伴 う こ と な く 作 業 期 間 の 短 縮 を 図 り 、 か つ 、 既 設 ト ラ ス の 強 度
を 保 ち つ つ 、 ト ラ ス に 取 り 付 け ら れ た 各 装 置 、 部 材 の 取 り 付 け 作 業 の 簡 素 化 が で き る 乗 客
コ ン ベ ア の リ ニ ュ ー ア ル 方 法 を 、 そ の 有 利 な ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト と 共 に 提 供 す る こ
と を 目 的 と す る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 既 設 の 乗 客 コ ン ベ ア の ト ラ ス 内 に 取 り 付 け ら れ て い る 部 品 を 取 り 外 す 工 程 と
、 部 品 が 取 り 外 さ れ た ト ラ ス に 対 し て 、 位 置 合 わ せ 用 の 目 印 を 設 け る 工 程 と 、 左 右 の ガ イ
ド レ ー ル を 支 持 す る 部 材 を 一 体 化 し た ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト を 用 意 す る 工 程 と 、 ガ イ
ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト を 、 部 品 が 取 り 外 さ れ た ト ラ ス に 設 け ら れ た 目 印 に 合 わ せ て 位 置 決
め を し 、 ト ラ ス に 取 り 付 け る 工 程 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 乗 客 コ ン ベ ア の リ ニ ュ ー
ア ル 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 左 側 の ガ イ ド レ ー ル を 支 持 す る 左 ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト と 、 右 側
の ガ イ ド レ ー ル を 支 持 す る 右 ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト と 、 前 記 左 ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ
ッ ト 及 び 前 記 右 ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト を 連 結 固 定 す る 連 結 部 材 と を 備 え る こ と を 特 徴
と す る 乗 客 コ ン ベ ア の ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 乗 客 コ ン ベ ア の リ ニ ュ ー ア ル 方 法 に よ れ ば 、 左 右 の ガ イ ド レ ー ル を 支 持 す る 部
材 を 一 体 化 し た ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト を 用 い て い る こ と か ら 、 ガ イ ド レ ー ル の 位 置 合
わ せ 作 業 が 著 し く 簡 略 化 さ れ 、 作 業 能 率 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の リ ニ ュ ー ア ル 方 法 の 一 実 施 の 形 態 を 適 用 し た エ ス カ レ ー タ の ト ラ ス １
の 全 体 を 示 す 側 面 図 で あ る 。 図 ２ は 、 図 １ の Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。 図 １ に お い て は 、 ト ラ
ス １ 内 に 取 り 付 け ら れ て い る 部 品 を 取 り 外 し た 後 に 、 ト ラ ス １ の 上 階 側 の 乗 降 部 １ ａ 及 び
下 階 側 の 乗 降 部 １ ｂ の 間 に あ る 中 間 部 １ ｃ に 、 複 数 の ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト １ １ が 取
り 付 け ら れ た 、 リ ニ ュ ー ア ル 後 の ト ラ ス を 示 し て い る 。 ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト １ １ は
、 後 述 す る よ う に 、 左 右 の ガ イ ド レ ー ル を 支 持 す る 部 材 を 一 体 化 し た も の で あ っ て 、 ト ラ
ス １ を 構 成 す る 縦 梁 部 材 ２ 及 び 横 梁 部 材 ３ に 対 し て 締 結 手 段 に よ り 締 結 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト １ １ は 、 図 ２ の 断 面 図 に 示 さ れ る よ う に 、 往 路 側 及 び 帰 路 側
の 複 数 の ガ イ ド レ ー ル を 支 持 す る 左 右 一 対 の ガ イ ド レ ー ル 支 持 体 、 す な わ ち 、 左 側 ガ イ ド
レ ー ル 支 持 体 １ ２ 及 び 右 側 ガ イ ド レ ー ル 支 持 体 １ ３ と 、 左 側 ガ イ ド レ ー ル 支 持 体 １ ２ 及 び
右 側 ガ イ ド レ ー ル 支 持 体 １ ３ と の 間 に 掛 け 渡 さ れ て 左 側 ガ イ ド レ ー ル 支 持 体 １ ２ 及 び 右 側
ガ イ ド レ ー ル 支 持 体 １ ３ を 連 結 固 定 す る 連 結 棒 材 １ ４ と 、 左 側 ガ イ ド レ ー ル 支 持 体 １ ２ を
縦 梁 部 材 ２ に 取 り 付 け ら れ る た め の 取 付 部 材 １ ５ 及 び 右 側 ガ イ ド レ ー ル 支 持 体 を 縦 梁 部 材
２ に 取 り 付 け る た め の 取 付 部 材 １ ６ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 左 側 ガ イ ド レ ー ル 支 持 体 １ ２ と 前 記 連 結 棒 材 １ ４ と は 、 例 え ば 溶 接 な ど よ り 固 定 さ れ て
い る 。 同 様 に 、 右 側 ガ イ ド レ ー ル 支 持 体 １ ３ と 前 記 連 結 棒 材 １ ４ と は 、 例 え ば 溶 接 な ど に
よ り 固 定 さ れ て い る 。 ま た 、 左 側 ガ イ ド レ ー ル 支 持 体 １ ２ と 前 記 取 付 部 材 １ ５ と は 、 ボ ル
ト 及 び ナ ッ ト よ り な る 締 結 具 １ ７ で 締 結 固 定 さ れ て い て 、 右 側 ガ イ ド レ ー ル 支 持 体 １ ３ と
前 記 取 付 部 材 １ ６ と は 、 ボ ル ト 及 び ナ ッ ト よ り な る 締 結 具 １ ８ で 締 結 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 実 施 の 形 態 に お い て エ ス カ レ ー タ の リ ニ ュ ー ア ル は 、 次 の 要 領 で 行 う 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま ず 、 既 設 の エ ス カ レ ー タ の ト ラ ス １ 内 に 取 り 付 け ら れ て い る 各 種 の 部 品 を 取 り 外 す 。
そ し て 、 部 品 が 取 り 外 さ れ た ト ラ ス １ に 対 し て 、 ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト １ １ と 位 置 合
わ せ を す る た め の 目 印 を 設 け る 。 位 置 合 わ せ は 通 常 、 ト ラ ス １ の 幅 方 向 中 央 の 位 置 と 、 ガ
イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト １ １ の 幅 方 向 中 央 の 位 置 と 合 わ せ る こ と に よ り 行 わ れ る の で 、 ト
ラ ス に 設 け る 目 印 は 、 ト ラ ス の 芯 出 し 作 業 に よ り 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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　 ま た 、 別 途 、 ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト １ １ を 組 み 立 て て 準 備 し て お く 。 こ の 組 み 立 て
は 、 左 右 の ガ イ ド レ ー ル 支 持 体 １ ２ 及 び １ ３ と 連 結 棒 材 １ ４ と 、 溶 接 に よ り 接 合 す る と と
も に 、 左 右 の ガ イ ド レ ー ル 支 持 体 １ ２ 及 び １ ３ と 取 り 付 け 部 材 １ ５ 、 １ ６ と を 締 結 具 １ ７
、 １ ８ に よ り 締 結 固 定 す る こ と に よ り 行 わ れ 、 一 体 的 な ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト １ １ を
用 意 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト １ １ に 、 ト ラ ス １ と 位 置 合 わ せ を す る 目 印 を 形 成 し て お く こ
と が 有 利 で あ る 。 目 印 は 、 例 え ば 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 連 結 棒 材 １ ４ の 幅 方 向 中 央 位 置 に
、 罫 書 き 線 Ｌ を 引 い て お け ば よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 組 み 立 て た ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト １ １ を 、 既 設 の ト ラ ス １ に 取 り 付 け る 。 こ
の 取 り 付 け の 際 に 、 芯 出 し 作 業 に よ る ト ラ ス １ の 幅 方 向 中 心 位 置 の 目 印 と 、 ガ イ ド レ ー ル
支 持 ユ ニ ッ ト １ １ の 連 結 棒 材 １ ４ に 形 成 さ れ た 罫 書 き 線 Ｌ と を 位 置 合 わ せ す る よ う に ガ イ
ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト １ １ を 配 置 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 い で 、 ト ラ ス １ の 横 梁 部 材 ３ に 設 け ら れ て い る 貫 通 孔 と ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト １
１ の 連 結 棒 材 １ ４ に 形 成 し た 貫 通 孔 と に 、 取 付 ボ ル ト １ ９ を 通 し て 、 ナ ッ ト に よ り 締 結 す
る こ と に よ り 、 ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト １ １ を 既 設 ト ラ ス の １ の 横 梁 部 材 ３ に 取 り 付 け
固 定 す る 。 ま た 、 既 設 の ト ラ ス １ の 縦 梁 部 材 ２ に 設 け ら れ て い る 貫 通 孔 と 、 ガ イ ド レ ー ル
支 持 ユ ニ ッ ト １ １ の 取 付 部 材 １ ５ 、 １ ６ に 形 成 し た 貫 通 孔 と に 、 取 付 ボ ル ト ２ ０ ａ を 通 し
て 、 ナ ッ ト ２ ０ ｂ に よ り 締 結 す る こ と に よ り 、 ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト １ １ を 既 設 ト ラ
ス の １ の 縦 梁 部 材 ２ に 取 り 付 け 固 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 実 施 形 態 の リ ニ ュ ー ア ル 方 法 に よ れ ば 、 左 右 の ガ イ ド レ ー ル を 支 持 す る 部 材 を 一 体 化
し た ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト １ １ を 用 い て い る こ と か ら 、 か か る ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ
ッ ト １ １ を ト ラ ス １ に 取 り 付 け る 際 の 位 置 合 わ せ が 、 ト ラ ス １ の 中 央 位 置 と ガ イ ド レ ー ル
支 持 ユ ニ ッ ト １ １ の 中 央 位 置 と を 合 わ せ る だ け で 済 む の で 、 位 置 合 わ せ 作 業 が 簡 略 化 さ れ
、 リ ニ ュ ー ア ル 作 業 時 間 を 従 来 に 比 べ て 大 幅 に 短 縮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 既 設 の ト ラ ス １ に 既 に あ い て い る 孔 を 利 用 し て 、 既 設 の ト ラ ス １ に 新 た に 加 工 す
る こ と な く ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト １ １ を 取 り 付 け る こ と に よ り 、 リ ニ ュ ー ア ル 作 業 時
間 の い っ そ う の 短 縮 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 本 実 施 形 態 の リ ニ ュ ー ア ル 方 法 は 、 踏 段 幅 及 び 踏 段 を 案 内 す る た め の ガ イ ド レ
ー ル 幅 が 、 リ ニ ュ ー ア ル 前 後 で 異 な る 場 合 で あ っ て も 、 ガ イ ド レ ー ル 幅 を 容 易 に 寸 法 出 し
す る こ と が 可 能 な ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト １ １ を 用 い る こ と に よ り 、 組 み 立 て 時 間 の 削
減 及 び 作 業 内 容 の 簡 素 化 を 図 る こ と が で き る の で 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 更 に 、 実 施 形 態 の リ ニ ュ ー ア ル 方 法 は 、 左 側 ガ イ ド レ ー ル 支 持 体 １ ２ 及 び 右 側 ガ イ
ド レ ー ル 支 持 体 １ ３ の い ず れ も 、 往 路 側 ガ イ ド レ ー ル 及 び 復 路 側 ガ イ ド レ ー ル の 両 者 が 一
体 的 に 取 り 付 け ら れ る も の で あ る か ら 、 従 来 技 術 の よ う に 、 往 路 側 新 設 ユ ニ ッ ト と 帰 路 側
新 設 ユ ニ ッ ト を 連 結 す る 作 業 が 不 要 で あ り 、 作 業 時 間 の い っ そ う の 短 縮 化 を 図 る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ３ に は 、 ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト １ １ の 左 側 ガ イ ド レ ー ル 支 持 体 １ ２ に 、 往 路 側 ガ
イ ド レ ー ル ２ １ 、 帰 路 側 の 後 輪 用 ガ イ ド レ ー ル ２ ２ 、 帰 路 側 の 前 輪 用 ガ イ ド レ ー ル ２ ３ を
取 り 付 け た と こ ろ を 示 し て い る 。 左 右 の 複 数 の レ ー ル を 支 え る た め の 左 側 ガ イ ド レ ー ル 支
持 体 １ ２ 及 び 右 側 ガ イ ド レ ー ル 支 持 体 １ ３ に は 、 リ ニ ュ ー ア ル 後 に 使 用 す る 踏 段 の 踏 段 ロ
ー ラ の 幅 に 合 わ せ た 位 置 に 、 往 路 側 ガ イ ド レ ー ル ２ １ 、 帰 路 側 の 後 輪 用 ガ イ ド レ ー ル ２ ２
、 帰 路 側 の 前 輪 用 ガ イ ド レ ー ル ２ ３ が 取 り 付 け ら れ る よ う に 切 欠 部 が 形 成 さ れ て い る 。 し
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た が っ て 、 左 側 ガ イ ド レ ー ル 支 持 体 １ ２ 及 び 右 側 ガ イ ド レ ー ル 支 持 体 １ ３ の 切 欠 部 に 、 往
路 側 ガ イ ド レ ー ル ２ １ 、 帰 路 側 の 後 輪 用 ガ イ ド レ ー ル ２ ２ 、 帰 路 側 の 前 輪 用 ガ イ ド レ ー ル
２ ３ を そ れ ぞ れ 当 接 す る よ う に 取 り 付 け 固 定 す る だ け で 、 各 ガ イ ド レ ー ル の 幅 を 所 定 の 寸
法 に す る こ と が で き る の で 、 リ ニ ュ ー ア ル 作 業 時 に ガ イ ド レ ー ル の 幅 を 調 整 す る 作 業 を 省
略 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 図 ３ に 示 し た 左 側 ガ イ ド レ ー ル 支 持 体 １ ２ は 、 左 右 の ガ イ ド レ ー ル 間 の 距 離 を 調
整 す る 調 整 手 段 ２ ４ 、 ２ ５ を 有 し て い る 。 図 ３ に 示 し た 調 整 手 段 ２ ４ 、 ２ ５ は 、 ガ イ ド レ
ー ル ２ ３ に つ い て は 、 ガ イ ド レ ー ル ２ ３ に 当 接 す る 調 整 プ レ ー ト ２ ４ ａ と 、 こ の 調 整 プ レ
ー ト ２ ４ ａ の 厚 み 方 向 を 貫 い て 取 り 付 け ら れ た ボ ル ト ２ ４ ｂ と 、 こ の ボ ル ト ２ ４ ｂ を 貫 通
さ せ る た め に 左 側 ガ イ ド レ ー ル 支 持 体 １ ２ に 形 成 さ れ た 水 平 方 向 に 伸 び る 長 円 形 の 貫 通 孔
（ 図 示 せ ず ） と 、 左 側 レ ー ル 支 持 体 の 背 面 で 長 円 形 の 貫 通 孔 を 貫 通 さ せ た ボ ル ト ２ ４ ｂ と
螺 合 す る ナ ッ ト （ 図 示 せ ず ） か ら な り 、 調 整 プ レ ー ト ２ ４ ａ が 水 平 方 向 に 移 動 可 能 に 固 定
さ れ て い る 。 か か る 調 整 プ レ ー ト ２ ４ ａ に よ り 、 ガ イ ド レ ー ル ２ ３ の 位 置 を 規 制 す る こ と
に よ り 、 左 右 の ガ イ ド レ ー ル 間 の 距 離 を 微 調 整 す る こ と が で き る 。 ガ イ ド レ ー ル ２ ２ の 調
整 手 段 も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 で 用 い ら れ る ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト １ １ は 、 既 に 述 べ た よ う に
ト ラ ス １ の 縦 梁 部 材 ２ 及 び 横 梁 部 材 ３ に 、 ボ ル ト と ナ ッ ト と に よ り 締 結 固 定 さ れ る こ と に
よ り 、 ト ラ ス １ に 取 り 付 け ら れ る 。 か か る ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト １ １ の 取 り 付 け 時 に
必 要 な ボ ル ト 、 ナ ッ ト な ど の 締 結 部 材 を 、 リ ニ ュ ー ア ル 作 業 の 前 に 、 予 め 、 取 り 付 け る 位
置 ご と に 区 分 け し 、 か つ 、 そ の ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト １ １ の 取 り 付 け 位 置 近 傍 に 設 け
て お く こ と に よ り 、 使 用 す る ボ ル ト な ど を 他 の 場 所 か ら 持 っ て く る 作 業 が 不 要 に な り 、 リ
ニ ュ ー ア ル 作 業 が い っ そ う 容 易 に な る 。 し た が っ て 、 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 、 取 り 付
け る 位 置 ご と に 区 分 け さ れ た 締 結 部 材 を 収 め た 袋 ３ １ ～ ３ ５ を 、 ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ
ト １ １ に 粘 着 性 テ ー プ な ど に よ り 取 り 付 け る こ と は 、 有 利 で あ る 。 ま た 、 そ の 袋 ３ １ ～ ３
５ の 中 に 、 注 意 書 き や 指 示 書 を 一 緒 に 収 容 さ せ て お け ば 、 リ ニ ュ ー ア ル 作 業 を 能 率 よ く 行
う こ と が で き る 。 な お 、 締 結 部 材 は 、 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 し た 袋 ３ １ ～ ３ ５ に 収 容 す る 他 、
締 結 し よ う と す る 部 材 に 仮 止 め す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ガ イ ド レ ー ル は 、 ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト １ １ を ト ラ ス １ 内 に 取 り 付 け た 後 に 、 ガ イ
ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト １ １ に 対 し て 取 り 付 け て も よ い が 、 リ ニ ュ ー ア ル 作 業 の 前 に 、 予 め
ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト １ １ に 取 り 付 け て お き 、 か か る ガ イ ド レ ー ル を 取 り 付 け た ガ イ
ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト １ １ を ト ラ ス １ に 取 り 付 け る よ う に し て も よ い 。 特 に 、 ト ラ ス １ の
上 階 側 の 乗 降 部 １ ａ 及 び 下 階 側 の 乗 降 部 １ ｂ に お い て は 、 左 右 の 複 数 の 往 路 側 ガ イ ド レ ー
ル を 、 左 右 の ガ イ ド レ ー ル を 支 持 す る 部 材 を 一 体 化 し た ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト に 予 め
組 み 込 む こ と に よ り 、 既 設 ト ラ ス が 設 け ら れ た 現 地 で の ガ イ ド レ ー ル 取 り 付 け 作 業 を 無 く
す こ と が で き る の で 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ６ ～ ８ は 、 ト ラ ス １ の 上 階 側 の 乗 降 部 １ ａ に 取 り 付 け ら れ る ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ
ト ４ １ に 複 数 の 複 数 の 往 路 側 ガ イ ド レ ー ル ５ １ ～ ５ ４ が 取 り 付 け ら れ て い る と こ ろ を 示 す
図 で あ り 、 図 ６ は 平 面 図 、 図 ７ は そ の 右 側 面 図 、 図 ８ は 右 側 端 部 近 傍 の 部 分 断 面 図 で あ る
。 図 ６ ～ ８ に お い て 、 ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト ４ １ は 、 ト ラ ス の 幅 方 向 に わ た っ て 設 け
ら れ た 連 結 棒 材 ４ ２ 及 び 連 結 ア ン グ ル ４ ３ と 、 ト ラ ス の 幅 方 向 両 端 部 近 傍 に 設 け ら れ 、 連
結 棒 材 ４ ２ 及 び 連 結 ア ン グ ル ４ ３ と 連 結 固 定 さ れ る 左 右 一 対 の ガ イ ド レ ー ル 支 持 体 ４ ４ と
を 有 し て い る 。 エ ス カ レ ー タ の リ ニ ュ ー ア ル 作 業 に 際 し て 、 左 側 の ガ イ ド レ ー ル 支 持 体 ４
４ に 、 往 路 側 の 左 側 ガ イ ド レ ー ル ５ １ 及 び ５ ３ が 取 り 付 け ら れ 、 右 側 の ガ イ ド レ ー ル 支 持
体 ４ ４ に 、 往 路 側 の 右 側 ガ イ ド レ ー ル ５ ２ 及 び ５ ４ が 取 り 付 け ら れ る 。 ま た 、 連 結 棒 材 ４
２ 及 び 連 結 ア ン グ ル ４ ３ の 少 な く と も 一 つ に は 、 幅 方 向 中 央 位 置 を 示 す 罫 書 き 線 Ｌ が 引 か
れ る 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】
　 そ し て 、 リ ニ ュ ー ア ル 作 業 時 に は 、 こ の よ う に 複 数 の 往 路 側 ガ イ ド レ ー ル ５ １ ～ ５ ４ が
取 り 付 け ら れ た ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト ４ １ を 、 ト ラ ス １ の 芯 出 し 作 業 に よ り 幅 方 向 中
央 位 置 に 形 成 さ れ た 目 印 と 、 連 結 棒 材 ４ ２ 及 び 連 結 ア ン グ ル ４ ３ の 少 な く と も 一 つ に 形 成
さ れ た 罫 書 き 線 Ｌ と を 位 置 合 わ せ し て 、 ト ラ ス １ に 取 り 付 け る 。 か く し て 、 既 設 ト ラ ス が
設 け ら れ た 現 地 で の ガ イ ド レ ー ル 取 り 付 け 作 業 を 無 く す こ と が で き る の で 、 リ ニ ュ ー ア ル
作 業 を い っ そ う 能 率 よ く 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ９ 及 び 図 １ ０ は 、 ト ラ ス １ の 下 階 側 の 乗 降 部 １ ｂ に 取 り 付 け る 、 ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ
ニ ッ ト ６ １ に 複 数 の 複 数 の 往 路 側 ガ イ ド レ ー ル ７ １ ～ ７ ４ が 取 り 付 け ら れ て い る と こ ろ を
示 す 図 で あ り 、 図 ９ は 平 面 図 、 図 １ ０ は そ の 右 側 面 図 、 図 ８ は 右 側 端 部 近 傍 の 部 分 断 面 図
で あ る 。 図 ９ 及 び 図 １ ０ に お い て 、 ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト ６ １ は 、 ト ラ ス の 幅 方 向 に
わ た っ て 設 け ら れ た 連 結 棒 材 ６ ２ 及 び 連 結 ア ン グ ル ６ ３ と 、 ト ラ ス の 幅 方 向 両 端 部 近 傍 に
設 け ら れ 、 連 結 棒 材 ６ ２ 及 び 連 結 ア ン グ ル ６ ３ と 連 結 固 定 さ れ る 左 右 一 対 の ガ イ ド レ ー ル
支 持 体 ６ ４ と を 有 し て い る 。 エ ス カ レ ー タ の リ ニ ュ ー ア ル 作 業 に 際 し て 、 左 側 の ガ イ ド レ
ー ル 支 持 体 ４ ４ に 、 往 路 側 の 左 側 ガ イ ド レ ー ル ７ １ 及 び ７ ３ が 取 り 付 け ら れ 、 右 側 の ガ イ
ド レ ー ル 支 持 体 ４ ４ に 、 往 路 側 の 右 側 ガ イ ド レ ー ル ７ ２ 及 び ７ ４ が 取 り 付 け ら れ る 。 ま た
、 連 結 棒 材 ６ ２ 及 び 連 結 ア ン グ ル ６ ３ の 少 な く と も 一 つ に は 、 幅 方 向 中 央 位 置 を 示 す 罫 書
き 線 Ｌ が 引 か れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 そ し て 、 リ ニ ュ ー ア ル 作 業 時 に は 、 こ の よ う に 複 数 の 往 路 側 ガ イ ド レ ー ル ７ １ ～ ７ ４ が
取 り 付 け ら れ た ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト ６ １ を 、 ト ラ ス １ の 芯 出 し 作 業 に よ り 幅 方 向 中
央 位 置 に 形 成 さ れ た 目 印 と 、 連 結 棒 材 ６ ２ 及 び ６ ３ の 少 な く と も 一 つ に 形 成 さ れ た 罫 書 き
線 Ｌ と を 位 置 合 わ せ し て 、 ト ラ ス １ に 取 り 付 け る 。 か く し て 、 既 設 ト ラ ス が 設 け ら れ た 現
地 で の ガ イ ド レ ー ル 取 り 付 け 作 業 を 無 く す こ と が で き る の で 、 リ ニ ュ ー ア ル 作 業 を い っ そ
う 能 率 よ く 行 う こ と が で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 既 設 の ト ラ ス １ か ら 、 縦 梁 部 材 ２ 及 び 横 梁 部 材 ３ を 残 し て 既 設 部 品 を 予 め 撤 去 し 、 既 設
の ト ラ ス １ の 芯 出 し 作 業 を 行 っ た 。 ま た 、 ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト １ １ を 予 め 専 用 治 具
な ど で 寸 法 出 し を 行 っ て お き 、 左 右 の ガ イ ド レ ー ル 支 持 体 １ ２ 及 び １ ３ と 、 連 結 棒 材 １ ４
と を 溶 接 し て 一 体 化 し て お い た 。 そ し て 、 連 結 棒 材 １ ４ の 幅 方 向 中 央 位 置 に 、 罫 書 き 線 Ｌ
を 引 い た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 エ ス カ レ ー タ の リ ニ ュ ー ア ル 作 業 の 際 は 、 既 設 の ト ラ ス １ の 幅 方 向 中 央 位 置 に 設 け ら れ
た 目 印 と 、 ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト １ １ の 連 結 棒 材 １ ４ に 引 か れ た 罫 書 き 線 Ｌ と を 位 置
合 わ せ す る だ け 済 み 、 従 来 の 改 修 方 法 の よ う に 左 右 の ガ イ ド レ ー ル 支 持 体 １ ２ 、 １ ３ を ト
ラ ス の 中 心 か ら 寸 法 合 わ せ を す る 必 要 が な く 、 容 易 に 既 設 の ト ラ ス １ に 組 み 込 む こ と が で
き た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 ガ イ ド レ ー ル ２ １ 、 ２ ２ 及 び ２ ３ の 取 り 付 け に つ い て は 、 あ ら か じ め ガ イ ド レ ー
ル 支 持 ユ ニ ッ ト １ １ に 形 成 さ れ て い る 切 欠 部 が 、 取 り 付 け よ う と す る ガ イ ド レ ー ル ２ １ 、
２ ２ 及 び ２ ３ の 幅 方 向 間 隔 を 考 慮 し た 位 置 に 形 成 さ れ て い る の で 、 こ れ ら の ガ イ ド レ ー ル
２ １ 、 ２ ２ 及 び ２ ３ を ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト １ １ の 切 欠 部 に そ の ま ま 取 り 付 け る だ け
で 、 所 定 の ガ イ ド レ ー ル 幅 に す る こ と が で き た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 上 階 側 の 乗 降 部 １ ａ に 取 り 付 け ら れ る ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト ４ １ 及 び 下 階 側 の 乗 降
部 １ ｂ に 取 り 付 け ら れ る ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト ６ １ に つ い て も 、 あ ら か じ め 寸 法 出 し
を 行 っ て い る の で 、 既 設 の ト ラ ス １ に 取 り 付 け は 、 既 設 の ト ラ ス １ の 幅 方 向 中 央 位 置 に 設
け ら れ た 目 印 と 、 ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト ４ １ 、 ６ １ の 幅 方 向 中 央 位 置 の 罫 書 き 線 を 合
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わ せ る だ け で 、 所 定 の 寸 法 位 置 合 わ せ が で き た 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の た め ， ガ イ ド レ ー ル を 支 持 す る 各 部 材 を 現 地 で 組 み 立 て た り 、 部 品 を 集 荷 し た り す
る 時 間 が 不 要 と な っ て 、 従 来 よ り も 著 し く 組 み 立 て 時 間 が 短 縮 さ れ 、 リ ニ ュ ー ア ル 作 業 時
間 の 短 縮 化 が 図 ら れ た 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 左 右 の ガ イ ド レ ー ル を 支 持 す る 部 材 を 一 体 化 し た ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト １ １
、 ４ １ 、 ６ １ を 用 い た こ と か ら 、 リ ニ ュ ー ア ル を す る 既 設 ト ラ ス の 現 地 に て 、 数 あ る 部 材
が ど の 部 材 か を 判 断 し た り 、 加 工 し た り す る 時 間 が 不 要 と な る の で 、 作 業 現 地 に お い て 部
品 を 置 く た め の ス ペ ー ス ペ ー ス が 著 し く 少 な く て 済 ん だ 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 上 記 に よ り 、 既 設 の ト ラ ス １ の 強 度 を 確 保 し つ つ リ ニ ュ ー ア ル に よ り エ ス カ レ ー タ の 安
全 性 が 増 し 、 か つ 、 リ ニ ュ ー ア ル 作 業 を 容 易 に す る こ と が で き 工 期 の 短 縮 が 図 ら れ た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の リ ニ ュ ー ア ル 方 法 を 施 し た エ ス カ レ ー タ の ト ラ ス １ の 全 体 を 示 す 側 面 図
で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト に ガ イ ド レ ー ル を 取 り 付 け た と こ ろ を 示 す 説 明 図 で あ
る 。
【 図 ４ 】 締 結 部 材 を 収 め た 袋 を 、 ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト に 取 り 付 け た と こ ろ を 示 す 説
明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 締 結 部 材 を 収 め た 袋 を 、 ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト に 取 り 付 け た と こ ろ を 示 す 説
明 図 で あ る 。 で あ る 。
【 図 ６ 】 ト ラ ス １ の 上 階 側 の 乗 降 部 に 取 り 付 け ら れ る ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト を 示 す 平
面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ の 右 側 面 図 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ６ の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 ト ラ ス １ の 下 階 側 の 乗 降 部 に 取 り 付 け ら れ る ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト を 示 す 平
面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
１ 　 ト ラ ス
１ １ 　 ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト
１ ２ 　 左 側 ガ イ ド レ ー ル 支 持 体 （ 左 ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト ）
１ ３ 　 右 側 ガ イ ド レ ー ル 支 持 体 （ 右 ガ イ ド レ ー ル 支 持 ユ ニ ッ ト ）
１ ４ 　 連 結 棒 材 （ 連 結 部 材 ）
２ １ 、 ２ ２ ， ２ ３ 　 ガ イ ド レ ー ル
２ ４ 、 ２ ５ 　 調 整 手 段
３ １ 、 ３ ２ 、 ３ ３ 、 ３ ４ 、 ３ ５ 　 袋
Ｃ Ｌ 　 中 心 線
Ｌ 　 罫 書 き 線
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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